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キャラクター

甲斐善之助

西部地域開催 鳥取県エキスパート認定教員による

公開授業の御案内

単元到達度評価問題の活用

昨年度の課題から
指導のポイントを探る！ （１１月）

小学校外国語科の評価の充実を図る！
～「読むこと」における評価のポイント編～

「特別支援教育ほっと通信」

交流及び共同学習とは



西部教育局
お役立ち情報

（令和２年11月号）

目 標 ： 「読むこと」イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにする。

「読むこと」の評価をするためには、児童の書いたものをどのように見取ればよいのだろう？

【十分満足できる状況A】
オリジナルミニポスターに書かれていることを
読んで十分に意味が分かっており、ポスターを読
むことで、町のことや相手のことについてより理
解できていることが読み取れる。

【おおむね満足できる状況B】

町や友達のことで分かったこととして、町にあるも

のやないものについてのみ考えを書いている。

上記評価項目に満たない「努力を要する状況C」と判断した児童がいた場合、対象児童の様子を注視
しつつ、今回意味が捉え難かったものだけでなく次の単元以降で扱う語句や表現についても、音声とと
もに文字を添えた絵カード、文等に何度も触れさせる場面を設けるなどして、「おおむね満足できる状
況B」となるよう、意図的な支援や指導を継続して行うことが大切です。

小学校外国語科の評価の充実を図る！
～「読むこと」における評価のポイント編～

西部教育局
お役立ち情報

令和２年1１月号

施設・建物を表す語句やWe (don’t) have ～. We can enjoy/see ～. I want ～. の表現、終止符の基本的
な符号について理解している。
自分たちが住む地域について、音声で十分に慣れ親しんだ語句や表現で書かれた友達の考えや気持ちなどを
読んで意味が分かるために必要な技能を身に付けている。

知識・技能

思考・判断・表現 自分たちが住む地域についてよりよく理解するために、音声で十分に慣れ親しんだ語句や表現で書かれた友達
の考えや気持ちなどを読んで意味が分かっている。

単元の評価規準の例(読むこと)

【参考】文部科学省国立教育政策研究所

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」の第３編より引用(一部加工)

ワークシート②友達のオリジナルポスター
評価の場面

自分たちが住む地域について伝
えたい内容を整理し、自分の気
持ちや考えを伝えるために作成
したオリジナルポスターを互い
に読み合い、分かったことをワ
ークシート②に書く。

【おおむね満足
できる状況B】

「公園」について

は識別し、意味も

捉えられているが、

楽しめることにつ

いて記述がない。

【十分満足
できる状況A】

関わる語句や表
現を識別し、推測
して読み、「町にあ
るもの」と、「よいと
思う理由」の両方
について記述があ
る。

大きな公園 ジョギング
が楽しめる。

私もMさんが書いていたとおり大きな公園があ
ることがこの町のいいところだと思う。それ
に、図書館があるとみんなが本を読めてより
いいと思う。Mさんが本が好きなことを初めて
知った。

Mさん

大きな公園

私も大きな公園があるからこの町
がいいと思う。図書館はなくても
本屋さんがあるからいいと思う。

Mさん

こう見取る！

(例)

知識・技能 A 知識・技能Ｂ

思考・判断・表現 Ａ 思考・判断・表現 Ｂ

児童 １

こう見取る！

(例)

児童 ２



単元到達度評価問題の活用

昨年度の課題から指導のポイントを探る！（11月）！

西部教育局
お役立ち情報
令和２年11月号

何をわかりやすく
表したいのかな？

日常の問題を解決する場合は、まず、
問題場面で求められていることに着目
する必要があります。グラフに表した後、
問題場面に照らして児童自らが判断し
たり、それが適切かどうかを振り返った
りする場面を設けることが大切です。

百のくらいまでのがい数でグラフ

に表すなら、５００ごとの目盛りの

間を５つに分けて１００ごとの目盛

りを加えるとかきやすくなるよ。

だいすけさんのぼうグラフを見ると、９月、１０月、１２月が

多く集まった月と言えるけど、それでいいのかな？

がい数の表し方によって、グラフの形も変わるから、目的に合わ

せて、どこの位までのがい数にするか、グラフの目盛りをいくつ

にするかなどを考えるとわかりやすい表し方ができるね。

解決の目的にあった数の処理
の仕方を考える。

単位量あたりの大きさを求める
除法の式と商の意味を適切に
捉えて判断する。

単位量あたりの大きさを求める問題に対し
ては、依然として課題があります。
問題場面を図で表して式にしたり、式に表し
た関係を図で表したり、図や式の意味を言葉
で説明したりと、式の意味を問題場面や図と
関連付ける場を設定することが大切です。

二人とも、わり算で計算しているけど、それぞれ式が

違うね。何を求めて比べようとしているのかな？

なるほど。求
めた大きさを
比べると混み
具合が
わかるね。

どちらが混んでいると
いえるのかな？

求めた割合を比較して判断
するための問いかけ

どちらが混んでいるが
比べるために、
A １２÷６＝２
B ８÷５＝１．６
と計算したんだけど…。

ぼくは、混み具合を
調べるために、
A ６÷１２＝０．５
B ５÷８＝０．６２５
と計算したよ。

単位量あたりの量を求めて、それぞれの意味を考えて比較

すると、どちらが混んでいるのかがわかるんだね。

（単元到達度評価問題 第５学年 昨年度１１月実施分より）

面積で割るということは、「１㎡あたりの人数」を、
人数で割るということは、「１人あたりの面積」を
求めていることになるよね。

ということは、
A １㎡あたり２人
B １㎡あたり１．６人
になるんだ。

ぼくの計算は、
A １人あたり０．５㎡
B １人あたり０．６２５㎡
になるということだね。

「１㎡あたりの人数」で
比べると、多い方が混ん
でいるから、Aのほうが
混んでいるといえるね。

千の位までのがい数で表したら、９月、１０月、１２月が

どれも３０００になったんだ。

他の月も百の位までのがい数

で表すと、集めた数のちがいが

はっきりするよ。

１２月が一番多いことがわかるグラフにしたいよね。

百の位までのがい数にすると、１２月は、３０００では

なくて、３４００になるよ。９月や１０月はどうかな？

すごいね。がい数にする位を変えたら、グラフの形が変わって、
１２月が一番多いことがわかりやすくなったね。

問題場面で求められていることに
着目するための教師の問いかけ



特別支援教育ほっと通信 令和２年１１月
西部教育局

各学校で行われている、「障害のある子供と障害のない子供、
あるいは地域の障害のある人とが触れ合い、共に活動する交流及び共同学習」とは・・・

□意義
・障害のある子供にとっても、障害のない子供にとっても、経験を深め、社会性を養い、豊かな人間性を育む。
・お互いを尊重し合う大切さを学ぶ。
・障害のある子供にとっては、積極的な社会参加につながる。
・障害のない子供にとっては、障害のある人と共に支え合う意識の醸成につながる。

□目的
・相互の触れ合いを通じて豊かな人間性を育む。（交流の側面）
・教科等のねらいを達成する。（共同学習の側面）

上記の意義を理解し、目的を達成するために、現在各学校で実施されている交流及び共同学習の在り方に
ついて、以下のチェックリストで確認し、「△…十分ではない」部分については改善しましょう！

小学校及び中学校学習指導要領においても、交流及び共同学習の機会を設け、共に尊重し合いながら協働
して生活していく態度を育むようにすることとされています。（第1章総則 第５ 学校運営上の留意事項 参照）

「交流及び共同学習ガイド」 平成31年3月文部科学省より抜粋

様々な活動を通して、子供たちが幅広い体験を得、視野を広げることで、豊かな人間形成に資すること
が期待されます。

交流及び共同学習の実施に当たっては、文部科学省が作成している「交流及び共同学習ガイド」が
参考になります。文部科学省のホームページからダウンロードできますので参考にしてください。



参加
申込

ファクシミリ送信票で、実施校へ直接申し込みをしてください。
※公開授業等については、C４ｔｈでも各校へ連絡させていただいております。
※開催要項とファクシミリ送信票は、鳥取県教育センターホームページ
【エキスパート教員授業案内】からダウンロードできます。
※公開授業ごとに、締め切り日が異なりますのでご注意ください。

鳥取県エキスパート認定教員による

子供たちが「わかった」「できた」を実感する授業を
行うためには、教育技術を磨き続けることが大切です。
優れた教育実践を行っておられるエキスパート教員の

授業を参観することは、貴重な学びの機会
です。 この機会をぜひ、御自身のスキル
アップに御活用ください。



参加
申込

ファクシミリ送信票で、実施校へ直接申し込みをしてください。
※公開授業等については、C４ｔｈでも各校へ連絡させていただいております。
※開催要項とファクシミリ送信票は、鳥取県教育センターホームページ【エキスパート教員授業案内】から
ダウンロードできます。

※公開授業ごとに、締め切り日が異なりますのでご注意ください。

鳥取県エキスパート認定教員による

子供たちが「わかった」「できた」を
実感する授業を行うためには、教育
技術を磨き続けることが大切です。
優れた教育実践を行っておられる
エキスパート教員の授業を参観する
ことは、貴重な学びの機会です。
この機会をぜひ、御自身のスキル
アップに御活用ください。


